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　“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会では、毎年イベン
ト会場でのブース出展やパネル・ポスター掲示など、「書
き損じはがきキャンペーン」の広報を行っています。ま
た、「世界寺子屋運動」をきっかけに世界の教育問題につ
いても考えていただけるよう、講演・講座などを実施して
います。　

識字の先に、未来を拓く
ひ ら

～「世界寺子屋運動」 30年～ 資料提供,協力：

会いに
来てね♥

【世界寺子屋運動】支援国での主な活動
●識字、基礎教育の実施
　文字の読み書き、計算だけでなく、保健衛生や  
　生活に役立つ知識を提供します。         
●復学支援（小学校クラス）
　さまざまな事情で小学校を中途退学してしまった
　子どもが復学できるチャンスを提供します。
●職業訓練
　「寺子屋」で学んだ知識を生活に生かすため、
　収入向上につながる技術を提供します。
●教員、寺子屋運営者の育成
　地域での教育活動継続のための人材を育成する
　研修などを行います。

▲教員の育成のための研修
　（カンボジア）

▲収入向上のための職業訓練
　（アフガニスタン）

① ② ③ ④何が書いて
あるでしょう？

ク イ ズ

クイズの答え：①ダリー語で「アフガニスタン」②クメール語で「カンボジア」③ネパール語で「ネパール」④ミャンマー語で「ミャンマー」

クイズの答えはページの下

　文字は、学べば読むことができます。でももしあなたが、文字を
学ぶ機会を得られず、読むことができなかったら？数字を使うこ
とができず、簡単な計算ですらできなかったら…？

　私たち（公財）名古屋国際センターはこの運動の趣旨に賛同
し、1990年、「“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会」を立ち上
げ、同運動を支援してきました。以来30年、実行委員会の事務
局として、地域のみなさまのご協力を得て「書き損じはがき
キャンペーン」（詳しくは裏表紙をご覧ください）を展開しています。
この30年間でみなさまから名古屋実行委員会へお寄せいただ
いた「書き損じはがき」はおよそ460万枚。これまでに行った支
援は１億6千万円を超えています。これは「世界寺子屋運動」へ
の継続支援年数、累積支援金額ともに全国１位を誇るもので
す。
　みなさまからの温かいご支援に、改めて感謝申し上げます。

30年間の実績

書き損じはがき回収累計枚数： 4,596,073枚
総　支　援　額：　　　　　　　168,441,500円
主な支援先：アフガニスタン、インド、
　　　　　　カンボジア、中国、ネパール、
　　　　　　バングラデシュ、ミャンマー
　　　　　　などの11か国22団体
主な協力者：個人、企業、市民団体、学校など

　世界には、文字の読み書きができない大人（15歳以上）がおよそ
7憶7,300万人、また、学校に通うことのできない子ども（6～14
歳）が約1憶2,100万人いると言われています。＊
（＊UNESCO Institute for Statistics）

　国連は1990年を「国際識字年」と定め、また1991年からの10年
間を「国際識字の10年」として世界の識字率を向上させ、誰もが平
和な社会の構築に貢献できるようになることを世界に呼びかけま
した。日本国内においてはこの「国際識字年」をきっかけに、前年の
1989年から(公社)日本ユネスコ協会連盟による「世界寺子屋運
動」が始まりました。
　この30年間で、「世界寺子屋運動」では世界44か国と1地域で534軒
の「寺子屋」を建設し、131万人以上に学びの機会を届けてきました。

世界の大人のおよそ6人に1人は「非識字者」です

「識字」は、人としての豊かな暮らしに
　欠かせないものであり、命にかかわるものです。

本から
学べな

い

メモが
取れな

い
契約書が読めない商売ができない

看板や
ラベル

が読め
ない

命の危険に
さらされることも…

支援国から「ありがとう」

　以前暮らしていたところでは、内戦の
ため学校に通うことができませんでし
た。読み書きや計算がわからなかったの

で自分一人で市場に買い物に行くこともできず、「自分は何も
わからないし、価値がない人間だ」と考えることもありまし
た。でも「寺子屋」の識字クラスで学んだことで、市場での買い
物も自信をもってできるようになったし、生きる希望がもて
るようにもなりました。算数や、ダリー語の綴りなどは難しい
ですが、「寺子屋」の先生は一生懸命教えてくれます。もし可能
なら、将来は識字の先生になって、前の自分のように読み書き
ができない人に教えることができればと思います。
　皆さんのご支援、本当にありがとうございます。

　識字の先生は年齢の高い学習者で
も尊敬をしてくれるので、毎日クラ
スに通うことができています。授業

で学ぶ女性の健康や公衆衛生などはとても興味深く、
家庭や地域での生活でも役立ちます。学び始めてから、
自宅で宗教に関する本を読むようにもなりました。授
業で習う算数は難しいですが、クラスに参加してから
多くのことを学べて本当に嬉しいです。

　貧しい家庭の長女だったので、小学校2年生で退
学し、ずっと家事や農作業の手伝いをしていました。
8年前、「寺子屋」の識字クラスで読み書き計算がで
きるようになり、その後、服の仕立てを習い、現在は

家で仕立屋をしています。注文を取るのも、採寸して服を作るのも、お
金を管理するのも、「寺子屋」で学ばなければできなかったことです。
　ご支援いただいた皆さんには、心から
感謝しています。

カンボジア

ネパールアフガニスタン

学習者の声

ファリダさん 45歳
ロク マヤ タルーさん

92歳

チョッ プロムさん 35歳

ミャンマー
ニェンニェンイーさん 16歳

“世界寺子屋運
動”

名古屋実行委員
会

書き損じはがき
キャンペーン

　マスコットキ
ャラクター

　「はがきちゃん
」

（公社） 日本ユネスコ協会連盟 作成「世界寺子屋運動」PR動画 / YouTube
カンボジア
（人物編）

カンボジア
（地域編）

ネパール
（人物編）

カンボジア、ネパールの現地の様子や学習者
の声を動画でご覧いただけます。

こちらも
CHECK!

　教育を受けられないことで起こる「貧困のサイクル」は、そのサイクルの
中にいる人たちだけの力ではなかなか抜け出すことができません。しか
し、この運動を知り識字教育支援に役立ててほしいという気持ちとともに
持ち寄られた「１枚の書き損じはがき」を積み重ねることで、このサイクル
を「教育機会の提供」という外からの支援で断ち切ることができます。「世
界寺子屋運動」は、“はさみ”となって「貧困のサイクル」を断ち切り、人々の、
そして世界の未来を拓きます。

ひら

教育を
受けられない

収入が少ない
読み書き

計算ができない
（生活の基礎知識が不足）

安定した職業に
就けない

貧困のサイクル

教育機会の提供

　中学校に入学したもの
の、2年前から学校に行っ
ていませんでした。雨期に
は稲作、その他の時期は牛
の世話や家事をしていま
す。家族みんなで働かない
と生活は苦しいのです。

「寺子屋」では、読み書きだけでなく、感染症
や人身売買の問題など、たくさんのことが
学べて本当に良かったです。
　将来は、ミャンマー伝統音楽や伝統舞踊
の学校で勉強するのが夢です。復学支援クラス 識字クラス

●学習者からお礼のメッセージ映像が届きました！
（公社）日本ユネスコ協会連盟　ウェブサイト
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　アフガニスタン17軒目の「バグラミ寺子
屋」は完成間近。国内初の二階建ての寺子屋
です。この寺子屋は、地域の人びとが自ら建
設、塗装、電気工事を行いました。識字クラ
スや職業訓練の他、政府の識字関連部局の
事務所としても活用される予定です。

　UNESCOが作成した新版の教科書でダリー
語を学ぶ女性たち。健康や家庭、共存の必要性
など多岐にわたるトピックで、ダリー語の読み
書きだけでなく生活に必要な考え方やスキル
なども同時に学びます。識字クラスの教員は全
員女性のため、保守的な家庭の男性も、妻や女
児を快くクラスへ送り出してくれています。

　裁縫クラスで洋服やバッグ作りを学ぶ女
性たち。2019年度は14クラスで306人が
学びました。「寺子屋」の識字クラスで学ん
だ文字や計算を使って復習をしながら、技
術を身につけていきます。

　カンボジアでは、1970年代から20年
以上、内戦状態だったんだ。特に1975年

から3年8か月続いたポル・ポト政権下では、教育が禁止され、多くの知識人も虐殺され
て、教育のための施設・教材・人材が失われてしまったの。近年、政情は比較的安定してき
たけれど、経済成長の一方で貧富の格差は深刻。農村地域では、貧困や学校が遠いなどの
理由で、小学校を中途退学してしまう子どもたちが今も多くいるんだよ。

　「世界寺子屋運動」の支援を卒業した「寺子屋」
で、自立運営に必要な費用捻出のため、ホテイア
オイのつるでバッグを作る人たち。「世界寺子屋
運動」30周年を記念し、デビュー20周年を迎え
た歌手の倉木麻衣さんとタイアップしたデザイ
ンのバッグも作り、日本でも販売しました。

　復学支援クラスを卒業し、小学校課程修
了証を手にした子どもたち。2019年度、
シェムリアップ州内17軒の「寺子屋」では
1,300人以上が識字を始めとする基礎教
育、職業訓練などを受けました。

　シェムリアップ州の農村部に建てられた
18軒目となる「ポペル寺子屋」。識字をはじめ
とする基礎教育や、職業訓練が受けられる新
たな学びの場としても期待されています。

　ネパールは、北は中国に、東西と南はインドに囲まれた内
陸国。北側は高い高いヒマラヤ山脈で、インフラ設備や物の

運搬、経済発展に地域格差があるんだよ。内戦とその後の政治的混乱、2015年4月25日と5月
12日に起きた大地震も、経済発展がなかなか進まない原因になっているんだ。ネパールの識字
率は政府が全国で展開した3か月の「基礎識字クラス」などによって、約68％まで上がったけれ
ど、女性の識字率は今でも60％以下だし、農村部ではさらに低いんだよ。

　識字クラスで学ぶ女性たち。基礎的なネ
パール語や算数を学習するほか、携帯電話
の使い方や栄養価の高い料理の作り方な
ど、生活に必要なスキルも習得できるプロ
グラムになっています。

　幼稚園クラスの「おやつ」の時間の１コ
マ。幼稚園クラスでは基本的なネパール語
や英単語の学習の他、歌やダンスも楽しみ
ます。保護者には「子どもが手洗いをするよ
うになった」「自分で本を読むようになっ
た」など好評です。

　国内20軒目となる「ギタナガール寺
子屋」が完成。日本からの支援者を含め
約150名が式典で開所を祝いました。
この「寺子屋」では識字教育の他、女性
の小口貯蓄・融資グループの活動の場
となるなど、地域にも活用されていき
ます。

　民主化後のミャンマーでは、政府が
「基礎教育の拡充」を重点課題のひとつ

と位置付けて、改善に取り組んでいるよ。でも、内戦の影響を受けた地方や、軍政時
代にいちじるしく停滞した経済により生まれた多くの貧困層にまで、十分な教育の
機会を行き渡らせるのは、まだまだ長い道のりといえるよ。義務教育を修了せずに
働く子どもや若者も多く、中学校就学率は56％に留まっているんだよ。

　夜間クラスの様子。貧困などで小中学
校を中途退学する青少年の多くは、日中、
家計を支えるために働き、夜、学びます。
「世界寺子屋運動」では、それぞれの地域
の実情とニーズに合わせ、プログラムの
実施やクラスを開講しています。

　「寺子屋」で支給されたお揃いのT
シャツを着て、笑顔でポーズをとる学習
者たち。Tシャツのほかにも、学びのた
めに必要な文具や通学カバンなどを提
供しています。

　保健衛生や社会問題などの基礎知識や対応
方法などを、講義だけでなく話し合いをしな
がら学ぶ学習者たち。こうした学びの中で自
信と精神的な安定を得て、生活態度が改善。地
域での奉仕活動を積極的に行うなど、地域で
頼られる存在へと成長しています。

“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会は、2020年度も引き続きアフガニスタン、カンボジア、ネパール、ミャンマーの４か国での活動を支えていきます。寄付の送り先等、裏表紙の案内もぜひご覧ください。みなさまの温かいご支援をよろしくお願いします。
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～2019年度活動報告～
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　アフガニスタンは、ソ連軍の侵攻
やその後の内戦、タリバン政権によ

る抑圧、アメリカ軍による空爆など、悲しい歴史を経験してきた国なんだ。学校などの教育シス
テムが破壊されて、今でも経済的に厳しい状況が続いているよ。国全体の識字率は改善してい
て、政府も60％を目標にがんばっているけれど、まだまだ私たち「世界寺子屋運動」の支援が必
要なんだ。女性の識字率は29.8％と、とっても低いから、女性の支援に力を入れているよ。それ
と、アフガニスタンには国内避難民＊もいて、２か所の避難キャンプでも寺子屋を実施しているよ。
＊内戦などで家を追われ、自国内での避難生活を余儀なくされている人々

アフガニスタン

アフガニスタン

イ
ラ
ン

トルクメ
ニスタン

ウズベキ
スタン

キルギス
タジキスタン

中国

イ
ン
ド

パキスタン
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ミャンマー

●書き損じはがき回収枚数：
　　　　　　　　101,344枚
●支援金と支援先：
　アフガニスタン…100万円
　カンボジア………150万円
　ネパール…………100万円
　ミャンマー……… 50万円
　　　　　　　合計400万円

“世界寺子屋運動”
名古屋実行委員会
2019年度実績

2019年度は、約10万枚の「書き損じはがき」を集め、アフガニスタン、カンボジア、ネパール、ミャンマーの4か国に、合計400万円を送りました。
こうした支援が、現地でどのように役立てられているのか、各支援先での活動について報告します。
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